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研究成果の概要（和文）： 
 本プロジェクトは、グローバル化問題、環境問題、移民・マイノリティ問題、若者問題、メ
ディア公共圏、ユビキタス社会、ケア問題といった具体的な社会問題領域についての実証的研
究を通して、社会制御システム論、公共圏論および規範理論に関する理論的研究を発展させた。
公共圏の豊富化が現代社会における制御能力向上の鍵であり、それを担う主体形成が重要であ
る。また、社会制御には合理性のみならず道理性の原則が必要である。 
 
研究成果の概要（英文）： 
Based on empirical researches in various fields such as globalization, environmental problem, immigrant 
minority groups, youth, mass media, ubiquitous society and social care, this project has developed 
theoretical studies in sociology, focusing social control system, public sphere and normative theory.  
Key factors for ameliorating controllability in contemporary society are an enrichment of the public 
sphere and formation of actors who can participate actively in the public sphere. Regarding to normative 
principles, in addition to the rationality, the reasonability is necessary.  
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１．研究開始当初の背景 
  現代の日本および世界は、グローバリゼー
ションと異文化接触に伴う諸問題、ローカル
コミュニティから地球レベルにいたるさま
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ざまな環境問題、メディアの発達・普及と情
報化の進展の引き起こす諸問題、これら急変
する社会システムの下での若者やハンディ
キャップを有する人々の直面している困難
さなどの諸問題に直面している。これらの諸
問題は広くその重要性が指摘されているも
のであるが、それらを現代社会の本質的特徴
に関連させつつ総合的な視点をもって解明
し、さらに、解決の道を探究するということ
は、今日の社会諸科学に科された喫緊の課題
となっている。 
 この課題に取り組むためには、これらの現
代的な諸問題の解決のために必要とされる
規範的原則を探究することが重要であり、他
方で、そのような規範的原則を探究しつつ、
政策的課題や社会問題についての公衆の議
論を活発に行う公共圏の豊富化が必要であ
る。「規範理論の探究」と「公共圏の豊富な
創成」は、現代社会が直面する諸問題の解決
にとって、戦略的な重要性を有する課題であ
ると考えられる。 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、現代社会に生起している
さまざまな社会問題の実証的研究を通して、
新しい公共圏の創成の可能性と規範理論を
探究することである。 
現代社会のさまざまな社会問題を解決す
るためには、民衆の意志を制御中枢圏である
議会や政府に対して、効果的に表出し反映さ
せる公共圏の豊富化が不可欠である。公共圏
の豊富化は、さまざまな個人レベル、集団・
組織レベルの主体形成と、討論アリーナの形
成によってこそ可能となる。そのような可能
性とその困難性を具体的な社会問題の解決
過程に即して、実証的に探究することを目指
す。 
また、社会問題あるいは政策課題に内在し
て考えれば、利害対立や価値葛藤を調整しつ
つ社会的合意形成の軸になるような規範的
原則をそのつど発見しなければならない。そ
のような規範理論の課題を実証的知見をふ
まえて、理論的に解明することが、本研究の
もう一つの中心課題である。  
 
３．研究の方法 
本研究の方法は、(1)現代社会の重要な社
会問題群に対する実践的アプローチ、(2)多
様な問題領域に対する共有された理論的関
心（公共圏論と規範理論）による統合的アプ
ローチ、(3)実証性と理論性との融合、とい
う三つの特徴を有する。 
(1)現代社会にとっての重要な社会問題群に対
して問題解決を志向しつつ実践的にアプローチ
する。 
本プロジェクトは、グローバル化問題、環境
問題、移民・マイノリティ問題、若者問題、
メディア公共圏、ユビキタス社会、ケア問題 
という七つの個別的な社会問題領域に特に注目
し、それぞれの領域での問題解決の道を探ると
いう実践的志向を根本におく。 
(2)多様な問題群が噴出しながらも、それら相互
の関連の脈絡を把握したり、共通の問題解決原
理を発見することが困難化しているのが、現代
社会の特徴である。そのような社会諸科学にと
っての困難さを打開する統合的鍵概念として、
「公共圏の創成」と「規範理論の探究」を設定
する。「公共圏」概念は、ハーバーマスの労作
『公共性の構造転換』以後、大きな注目を集め
ている。また、「規範理論」の探究は、20世紀
の終盤以降、ロールズの『正義論』を一つの契
機として、広範な関心が寄せられつつある。し
かも「公共圏」と「規範理論」は内的に相関し
ている。一方で、公共圏を形成するための規範
的原則を意志決定手続や討議倫理に即して探究
する必要があり、他方で、開かれた討論空間と
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しての公共圏の存在は、普遍性のある社会的規
範の探究と定義の根拠となるものである。 
(3)社会問題の詳細な個別的・実証的研究と、
それを通して、理論的平面での研究を推進す
るために、本プロジェクトは「実証を通して
の理論形成」とりわけ「Ｔ字型研究戦略」と
いう方法意識を採用する。すなわち、詳細な
フィールドワーク型調査によって個別の社
会問題領域における深い掘り下げた実証的
研究を行うと共に、実証研究で得られた洞察
と着眼を理論的概念群に鍛え上げ、公共圏論
ならびに規範理論の領域での新たな理論形
成を目指す。 
 
 
４．研究成果 
 四年間の研究活動を通して得られた代表
的知見と論点は以下のようにとりまとめら
れる。 
(1)「公共圏論」と「規範理論」へ注目する
本プロジェクトのアプローチは、現代社会の
社会問題を解明し、その解決を探究するとい
う課題との関係において、的確かつ必要であ
ることが明らかになった。どの領域でも、問
題解決の焦点に、公共圏の豊富化という課題
と、その問題領域に即した規範的原則の探究
の必要性という課題が発見された。 
(2)公共圏の貧弱さと、主体形成の貧弱さの
対応の確認。例えば、若者問題の領域におい
て、雇用の不安定や、社会的包摂の困難さが
若者世代をめぐって立ち現れているが、その
ことを公共圏における政策的主題へと定位
することが日本において、立ち後れている背
景には、当事者である若者世代による主体形
成が貧弱であるという問題がある。 
(3)公共圏の内包する多様でダイナミックな
性格。さまざまな社会問題の実証から抽出さ
れるのは、討論空間として問題解決に機能す
る公共圏の内部に多様な下位類型が存在す
ることである。支配システムにおける社会関
係の差異に応じて、言論空間にも「理性的な
対話」に加えて「理性的な論争」ならびに「言
論闘争」が存在するのであり、それらを包含
するかたちで公共圏概念を設定することが
必要である。 
(4)各種の社会問題の解決過程を把握する包
括的理論枠組としての社会制御過程の階層
性論。研究代表者は、本プロジェクトにおけ
る理論的研究を牽引する努力を続けてきた
が、社会制御過程が、「事業システム」「社会
制御システム」「国家体制制御システム」「国
際社会制御システム」という四重の同時平行
的、相互規定的な制御過程からなることを明
らかにし、それを把握する概念枠組と命題体
系を構築した。 
(5)社会制御の成否の鍵としての「制御中枢
圏」と「公共圏」の関係。一つの社会制御シ
ステムの内部で民衆の要求が社会運動によ
って公共圏へと表出され、それが、制御中枢
圏における政策課題や制約条件として設定
されつつ、政策目標、手段、随伴的帰結につ
いての知見と評価が、制御中枢圏に取り集め
られなければならない。そのような媒介過程
における公共圏の役割がきわめて大切であ
る。 
(6)公共圏への要求表出と政策形成への媒体
としての主体形成。市民参加の媒介となる有
効な主体として、政策形成型ＮＰＯの役割が
増大しつつある。環境問題領域では、全国的
影響力のある政策形成型ＮＰＯが先駆的に
活動しており、その組織原則や活動スタイル
は示唆的である。 
(7)社会制御システムと事業システムの基本
性格としての「経営システムと支配システム
の両義性」の把握。政策的課題と社会問題の
解決過程を「経営システムと支配システムの
両義性」に即して把握することは、研究代表
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者のオリジナルな理論的提唱である。この視
点からの概念枠組の体系的洗練を行うと共
に、環境問題や地域問題への適用における有
効性が確認された。 
(8)経営システムと支配システムの両義性に
注目した規範的原則の提示。この理論的視点
からは、経営システムにおける合理性
(rationality)、支配システムにおける道理
性(reasonability)が規範的理念として析出
される。従来の政策科学的論議は、合理性の
探究に偏っており、道理性の探究に関して、
新たな展開を図ることが必要である。この視
点を制御可能性の焦点において、さらなる研
究の展開が期待できる。 
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